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歳入、歳出決算の状況について
平成29年度の一般会計および各特別会計の決算額は、次のとおりです。
一般会計の歳入は、普通交付税などの減により1,358万6千円の減額、歳出では畜産・酪農収益
力強化整備等特別対策事業など
により、1,894万円の増額となって
います。一方、特別会計は、国民
健康保険事業特別会計が、歳入
歳出ともに減額となっており、介
護保険事業特別会計は、前年度
介護給付費交付金の増額により、
歳入歳出ともに増額となっていま
す。
このようなことから一般会計と
各特別会計の決算合計額は、平
成28年度と比較して、歳入で1億
159万8千円の増、歳出で7,351万8
千円の増となりました。

一般会計　決算収支の状況	
区　　　　　　　分 平成29年度

歳入総額	 A 218億9,736万1千円
歳出総額	 Ｂ 211億6,419万2千円
歳入歳出差引（A－B）	 Ｃ 7億3,316万9千円
翌年度へ繰り越すべき財源	 Ｄ 1,811万8千円
実質収支（C－D）	 Ｅ 7億1,505万1千円
単年度収支	 Ｆ 1億870万3千円
基金積立金	 Ｇ 863万円
繰上償還金	 Ｈ 0円
積立金取り崩し額	 Ｉ 2億円
実質単年度収支（Ｆ＋Ｇ＋H－I ）	Ｊ ▲8,266万7千円

市税
36億9,916万円
16.9%

自主財源
59億5,177万7千円

27.2%

総務費
27億777万円
12.8%

民生費
76億9,501万1千円

36.5%

衛生費
10億8,171万7千円

5.1%

消防費
10億6,101万1千円

5.0%

農林水産業費
19億4,885万4千円

9.2%

土木費
13億8,320万8千円

6.6%

教育費
21億6,036万6千円

10.2%

公債費
24億1,008万8千円

11.4%

災害復旧費
2億8,506万2千円（1.4%）

分担金及び負担金　2億2,797万6千円（1.0%）
使用料及び手数料　4億1,986万5千円（1.9％）
財産収入　8,477万円（0.4%）
寄附金　2億9,851万円（1.4％）
繰入金　5億7,179万8千円（2.6%）
繰越金　4億5,569万5千円（2.1%）
諸収入　1億9,400万3千円（0.9％）

地方譲与税　3億1,986万7千円（1.5％）
利子割交付金　530万3千円（0.0％）
配当割交付金　640万円（0.0%）
株式等譲渡所得割交付金 627万6千円（0.0％）
地方消費税交付金　6億6,685万2千円（3.1%）
ゴルフ場利用税交付金　1,252万2千円（0.1％）
自動車取得税交付金　5,529万2千円（0.3%）
地方特例交付金　1,200万5千円（0.1％）

歳入決算総額
218億5,492万2千円

議会費
1億7,322万4千円（0.8%）

商工費
2億1,544万2千円

1.0%

依存財源　159億314万5千円
72.8%

地方交付税
79億6,674万6千円

36.5%

国庫支出金
27億4,171万7千円

12.5%

県支出金
24億1,156万1千円

11.0%

市債
16億9,076万6千円

7.7%

交通安全対策特別交付金
783万8千円（0.0％）

歳出決算総額
（性質別）

211億2,175万3千円

義務的経費
106億8,234万8千円

50.6%

投資的経費
30億8,199万1千円

14.6%

その他の経費
73億5,741万4千円

34.8%

人件費
37億2,091万6千円

17.6%

扶助費
45億5,134万4千円

21.6%

公債費
24億1,008万8千円

11.4%

普通建設事業費
27億9,692万9千円

13.2%

物件費
22億2,985万6千円

10.6%

災害復旧事業費
2億8,506万2千円（1.4%）

補助費等
20億3,761万円

9.6%

積立金
3億2,142万2千円

1.5%

投資及び出資金・貸付金
115万円（0.0％）

維持補修費
2億916万3千円

1.0%

繰出金
25億5,821万3千円

12.1%

歳出決算総額
（目的別）

211億2,175万3千円

（単位：千円）

～
平
成
29
年
度
決
算
の
概
要
～※�下記のグラフは地方財政状況調査により、歳入・歳出総額から、4,243万9千円を減額した数値

で作成しています。
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特別会計　決算収支の状況								        　　　

区　　　　　　　分 歳入決算額 歳出決算額 翌年度への
繰越財源 実質収支

国民健康保険事業特別会計 70億8,849万2千円 69億6,367万5千円 0円 1億2,481万7千円
後期高齢者医療特別会計 5億5,657万7千円 5億5,550万6千円 0円 107万1千円
介護保険事業特別会計 51億4,824万2千円 50億3,083万8千円 0円 1億1,740万4千円
農業集落排水事業特別会計 7,634万7千円 7,458万1千円 0円 176万6千円
公共下水道事業特別会計 1億5,366万8千円 1億4,652万4千円 0円 714万4千円

平成30年度上半期の財政状況（平成30年９月末現在）		  　
区　　　　　　　分 予算現額 収入済額 収入率 支出済額 執行率

一般会計 218億5,742万3千円 114億3,779万7千円 52.3％ 95億1,077万9千円 43.5％
国民健康保険事業特別会計 60億3,486万5千円 26億5,524万5千円 44.0％ 21億3,100万7千円 35.3％
後期高齢者医療特別会計 5億5,210万円 1億6,673万4千円 30.2％ 1億5,962万5千円 28.9％
介護保険事業特別会計 51億9,822万7千円 23億7,738万5千円 45.7％ 21億4,386万7千円 41.2％
農業集落排水事業特別会計 7,540万円 4,163万7千円 55.2％ 3,315万9千円 44.0％
公共下水道事業特別会計 1億3,803万7千円 6,990万2千円 50.6％ 5,375万4千円 38.9％
※一般会計は、平成29年度からの繰越事業を含む。

　平成29年度南九州市決算における健全化判断比率および資金不足比率について、地方公共団体の財政の健全化に関
する法律第３条第１項および第22条第１項の規定に基づき公表します。今回公表する「健全化判断比率および資金不足
比率」は、地方公共団体の財政が健全であるのか、資金不足がどれくらいあるのかについて指標化し、基準値に対してどう
なっているのかを法律に基づき公表するものです。市の財政については、下表のとおり赤字・資金不足はなく、その他の比
率についても基準数値を大きく下回っており、この法律上では健全な状態にあると判断されます。

（用語解説）
● 健全化判断比率…	次の４つの比率で構成され、地方公共団体の

財政の健全化を判断する指標です。
  ・ 実質赤字比率……	普通会計（本市では一般会計のみ）の赤字の

程度を指標化し、財政運営の悪化の度合いを
示すもの。

  ・ 連結実質赤字比率…	全ての会計の赤字や黒字を合算し、地方公共
団体全体としての赤字の程度を指標化し、地
方公共団体全体としての財政運営の悪化の
度合いを示すもの。

  ・ 実質公債費比率…	借入金（地方債）の返済額およびこれに準じ
る額の大きさを指標化し、資金繰りの程度を
示すもの。

  ・ 将来負担比率……	地方公共団体の一般会計などの借入金（地
方債）や将来支払っていく可能性のある負担
などの現時点での残高を指標化し、将来財政
を圧迫する可能性の度合いを示すもの。

● 早期健全化基準…	この基準を超えると、財政健全化計画の策
定、外部監査の実施が義務付けられ、財政の
健全化を図らなければなりません。

● 財政再生基準……	この基準を超えると、財政再生計画の策定、
外部監査の実施の義務付けのほかに地方債
の起債が制限されます。

● 資金不足比率……	公営企業の資金不足を、公営企業の事業規模
である料金収入の規模と比較して指標化し、
経営状態の悪化の度合いを示すものです。

● 経営健全化基準…	上記の早期健全化基準に相当する基準で
す。

平成29年度　南九州市決算に基づく
健全化判断比率および資金不足比率の概要

２.  公営企業会計に係る資金不足比率� （単位：％）

区　分

法適用
企業 法非適用企業

水道事業
会計

農業集落
排水事業
特別会計

公共
下水道事業
特別会計

資金不足
比 率

－	
(－)

－	
(－)

－	
(－)

経営健全化
基 準 20.0 20.0 20.0

［下段（　）数値は28年度数値］ 
※ 資金不足額がないため、資金不足比率は算定されないことから
　 「－」を記載。

１.  健全化判断比率　　　　　　� （単位：％）

区　分 実質赤
字比率

連結実質
赤字比率

実質公債
費比率

将来負担
比率

健  全  化
判断比率

－
(－)

－
(－)

7.3
（7.0） 

19.9
（24.0） 

早 期 健 全 化
基 準 12.98 17.98 25.0 350.0

財 政 再 生
基 準 20.00 30.00 35.0

［下段（　）数値は28年度数値］ 
※ 実質赤字額および連結実質赤字額がないため、実質赤字比率
　 および連結実質赤字比率は算定されないことから「－」を記載。

［担当］知  財政課 財政係
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５. 職員の服務の状況
　　職員は、全体の奉仕者として公共の利益のために勤務し、かつ、職務の遂行にあたっては全力を挙げてこれに専念しなければならないことになっています。
　�　そして職員には、法令等および上司の職務上の命令に従う義務、信用失墜行為の禁止、秘密を守る義務、職務に専念する義務、政治的行為の制限、争
議行為等の禁止、営利企業等の従事制限が課せられています。　※平成 29年度違反者　0人

４. 職員の分限および懲戒処分の状況（平成 29年度）
（１）分限処分　1人	 （２）懲戒処分　1人（停職０人・減給 1人・戒告 0人）

（３）育児休業および介護休暇取得状況（平成 29年度中の新規取得者）	 （４）病気休暇取得状況（平成 29年中の取得者）
　　◦育児休業　7人　　◦介護休暇　０人	 　　◦取得者数　62人

3. 職員の勤務時間その他の勤務条件などに関する状況
　職員の勤務時間その他の勤務条件は、国および他の地方公共団体の職員との間に権衡を失しないように定めています。
（１）勤務時間の状況

1週間の
勤務時間 開始時間 休憩時間 終了時間

38時間 45分 8：30 12：00 ～13：00 17:15

（２）年次有給休暇取得の状況（平成 29年 1月1日～ 12月31日）
総付日数 総使用日数 対象職員数 平均使用日数 取得率
12,191.0 3,329.3 314 10.6 27.3%

（注）市長部局の一般職に属する職員（中途採用退職者、育児休業取得者を除く）

８. その他
　◦勤務条件に関する措置の要求の状況
　　　⇒平成 29年度要求件数　なし

　◦不利益処分に関する不服申し立ての状況
　　　⇒平成 29年度要求件数　なし

６. 職員の研修および人事評価の状況
（１）職員の研修の状況（平成 29年度）

区　　分 研修回数 参加者数
市の実施する研修 12研修 879人
鹿児島県市町村振興協会の実施する研修 13研修 68人
その他の機関が実施する研修 32研修 44人

（２）職員の人事評価の状況
　公務能率の増進や人材の育成などを目的とし、定期的に人事評価を行
い、その評価結果に応じた措置を講じることとされており、平成 29年度
においては、下記のとおり実施しました。
評価の回数 評価の時期 評価の対象者数
2回 4/1～ 9/30、10/1～翌年 3/31 412 人

（８）主な職員手当の状況
　①期末・勤勉手当（平成 29年度支給割合）

期　別 期末手当 勤勉手当
６月期 1.225 月 0.850 月
12月期 1.375 月 0.950 月
計 2.60 月 1.80 月

（注）職務上の段階、職務の級などによる加算措置あり。

②退職手当（平成 30年 3月31日現在）
勤続年数 自己都合 勧奨・定年
20年 20.445 月分 27.405 月分
25年 29.145 月分 34.5825 月分
35年 41.325 月分 49.59 月分

最高限度額 49.59 月分 49.59 月分

　③特殊勤務手当（平成 30年 3月31日現在）
手当の種類（手当数） 支給職員の多い手当

5 福祉手当・道路上作業手当・水道工務手当

④扶養手当（平成 30年 4月1日現在）
区　分 配偶者 子 父母等
支給額 6,500 円 10,000 円 6,500 円
区　分 特定期間の加算
支給額 5,000 円

　⑤住居手当（平成 30年 4月1日現在）
区　分 借家・間借り 持　家

支 給 額 月額 27,000 円以内 平成 26年 4月1日から廃止

⑥通勤手当（平成 30年 4月1日現在）
区　分 交通機関利用 交通用具利用
支給額 月額 55,000 円以内 月額 2,000 円から18,700 円以内

（6）一般行政職級別職員数の状況（平成 30年 4月1日現在）
区　分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 計

標準的な職務内容 主事、技師 主任主事、主任技師 主査、係長 主任主査、係長・主幹 参事、係長 課　長 課　長
職員数（構成比）17人（5.41％） 31人（9.87％） 44人（14.01％） 119人（37.90％） 73人（23.25％） 29人（9.24％） 1人（0.32％） 314人

職 名 別 内 訳
主　事 主任主事 主　査 主任主査 参　事 課　長 課　長
15人 27人 44人 113人 73人 29人 1人
技　師 主任技師 主　幹
2人 4人 6人

職 制 上 の 段 階 係員級 係長級 課長補佐級 課長級 314人職員数（構成比） 48人（15.29％） 163人（51.91％） 73人（23.25％） 30人（9.55％）
（注）この表は、南九州市の給与条例に基づき、職員（一般行政職）を級別に区分したものです。

（９）特別職の報酬などの状況

区　分 給料・報酬月額
（平成 30年４月１日現在）

期末手当
（平成 29年度支給割合） 削減措置

市 長 828,000 円（736,900 円） ６月期　1.550 月分
12月期　1.750 月分

計  　3.30 月分

▲ 11.0％
副 市 長 652,000 円（616,100 円） ▲ 5.5％
教 育 長 614,000 円（592,500 円） ▲ 3.5％
議 長 388,000 円 ６月期　1.475 月分

12月期　1.675 月分
計  　3.15 月分

副 議 長 310,000 円
議 員 286,000 円

（注）市長、副市長、教育長の給料月額には、上記表右欄相当の削減措置が実施されています。

（７）国との給料月額の水準比較（ラスパイレス指数※）の状況
年　度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度

一般行政職 98.3 98.0 106.7�
（98.6）

106.0�
（97.9） 98.1 98.3 98.5 98.5

※�一般行政職について、地方公務員と国家公務員の給与水準を、国家公務員の職員構成を基準として、職種ごとに学歴別、経験年数別に平均給与月額を比較し、
国家公務員の給与を100とした場合の地方公務員の給与水準を指数で示したものです。
平成 24、25年度の（　）は参考値で、国家公務員の時限的な（２年間）給与改定特例法による措置がないとした場合の値です。

７. 職員の福祉および利益の保護の状況
（１）福利厚生制度に関する状況（平成 29年度）

区　　分 受診者数 内　　容
職員健康診断 175人 心電図検査・血液検査他　　検査料　143万 4,388 円

人 間 ド ッ ク 219人 1日・2日・脳ドックについて市町村職員共済組合からの助成金を差し引
いた自己負担額の一部を助成（平成 29年度　157万 9,000 円助成）

結 核 検 診 178人 間接撮影　検査料　18万 1,204 円
ストレスチェックテスト 426 人 検査料　18万 4,032 円

（２）公務災害補償の状況（平成 29年度）　　◦認定件数　1件
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1. 職員の任免および職員数に関する状況
（１）職員の任用状況

項　　目 平成 28年 平成 29年 平成 30年
試験による採用者数 10人 8人 8人
選考による採用者数 0人 0人 0人

計 10人 8人 8人
（注）県からの割愛職員は除いています。

（2）職員の退職者数
項　　目 平成 29年度

定年・応募認定退職者数 15人
普通退職者数 1人
死亡退職者数 0人

計 16人
（注）県からの割愛職員は除いています。

（3）定員管理の状況（平成 30年 4月1日現在）
　①部門別職員数と主な増減理由

区分
部門

職員数（人） 対前年
増減数（人） 主な増減理由平成 29年 平成 30年

一般
行
政
部
門

議 会 5 5 0
総 務 81 80 ▲ 1 行政改革による組織再編に伴う職員減
税 務 29 30 1 行政改革による組織再編に伴う職員増
民 生 50 51 1 行政改革による組織再編に伴う職員増
衛 生 22 22 0
労 働 0
農 林水産 62 63 1 行政改革による組織再編に伴う職員増
商 工 15 15  0
土 木 43 42 ▲ 1 行政改革による組織再編に伴う職員減
小 計 307 308 1

特別行政 教 育 77 70 ▲ 7 指定管理者制度の導入に伴う職員減

公
営
企
業

な
ど
　
　

水 道 12 11 ▲ 1 行政改革による組織再編に伴う職員減
下 水 道 1 1 0
そ の 他 15 15 0
小 計 28 27 ▲ 1

合 計 412 405 ▲ 7
（注）職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者、派遣職員などを含み、教育長、臨時または非常勤職員を除いています。

　②定員適正化計画の数値目標および進捗状況
　　ア . 定員適正化目標〔集中改革プラン〕　　　○計画期間	 2017 年度中に見直しを行い第３次定員適正化計画を策定しました。
	 　　　　　　　　　　	計画期間は2018年度から2027年度までの10年間とします。
	 　　　○概　　要	 計画期間初年度から48人を削減し、より簡素で効率的な行政運営を図ります。
　　イ. 年次別職員数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：人）

区分
部門

2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2027年度 計計画前年 1年目 ２年目 3年目 4年目 ５年目 最終

全部門

減 　 員 15 27 12 16 0 24
増 　 員 8 12 8 8 7 5
差 　 引 ▲ 7 ▲ 15 ▲ 4 ▲ 8 7 ▲ 19 ▲ 55職 員 数 412 405 390 386 378 385 357
フルタイム再任用職員等 0 0 5 5 10 0 13 43基 準 定 数 412 405 395 391 388 385 370

（注）職員数は年度当初の人数であり、市長、副市長、教育長は含みません。

南九州市職員 人事行政の運営などの状況

（5）職員の経験年数別・学歴別平均給料額の状況（平成 30年 4月1日現在）
区　分 １年未満 1年以上 2年未満 2年以上 3年未満 3年以上 5年未満 5年以上 7年未満 7年以上 10年未満

一般
行政職

大学卒 16万 8,600 円 18万 900円 18万 7,000 円 20万 200円 21万 5,900 円 23万 8,100 円
高校卒 15万 6,800 円 17万 1,800 円 21万 2,000 円

10年以上 15年未満 15年以上 20年未満 20年以上 25年未満 25年以上 30年未満 30年以上 35年未満 35年以上
大学卒 27万 2,100 円 32万 7,400 円 36万 1,900 円 38万 300円 39万 1,800 円 40万 1,800 円
高校卒 23万 2,600 円 26万 5,900 円 34万 900円 36万 2,700 円 37万 8,600 円 39万 2,400 円

（注）空欄は該当職員がいないため。

（2）職員給与費の状況（一般会計予算）

区　分 職員数（A） 給与費 一人当たり給与費�
（B/A）給　料 職員手当 期末 ･勤勉手当 計（B）

30年度 413人 16億 3,613 万 8千円 2億 2,828 万 2千円 6億 6,646 万 1千円 25億 3,088 万 1千円 612万 8千円
（注）　１　職員数、給与費は、再任用職員を含みます。
（注）　２　給与費は、平成30年度当初予算に計上された額です。
（注）　３　職員手当には、退職手当組合負担金を含みません。

２. 職員の給与の状況
（１）人件費の状況（一般会計決算）
区　分 住民基本台帳人口 歳出額（A） 実質収支 人件費（B） 人件費率（B/A）（参考）28 年度人件費率
29年度 35,643 人（H30.3.31 現在）211億 6,419 万 2千円 7億 1,505 万 1千円 35億 5,916 万 6千円 16.82% 16.85%

（注）　人件費には、特別職に支給される給料、報酬などや事業費支弁分を含みます。

（3）職員の平均給料月額および平均年齢状況（平成 30年 4月1日現在）

区　分 一般行政職 技能労務職
平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢

南九州市 33万 6,333 円 45歳 0月 33万 3,609 円 51歳 3月

（4）職員の初任給の状況（平成 30年 4月1日現在）
区　分 南九州市 国

一般
行政職

大学卒 16万 8,600 円 17万 9,200 円
高校卒 14万 7,100 円 14万 7,100 円
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■
募
集
期
間
＝
12
月
４
日
（
火
）
～
17
日

（
月
）

■
応
募
資
格
＝
南
九
州
市
を
愛
し
、
お
客

様
と
の
触
れ
合
い
や
会
話
が
好
き
な
方

で
、市
内
全
域
へ
の
移
動
が
可
能
な
方
。

学
生
で
も
可
。

■
講
座
日
程
＝
12
月
25
日
（
火
）・
26
日

（
水
）
の
午
後
開
催
（
※
予
定
）

■
講
座
数
＝
３
コ
マ

　

・
知
覧
武
家
屋
敷
庭
園
の
概
要

　

・�

知
覧
特
攻
平
和
会
館
周
辺
の
戦
跡
概

要

　

・
知
覧
城
の
概
要

　
　

各
講
座
を
受
講
し
て
い
た
だ
く
こ
と

で
、
そ
の
観
光
地
の
ガ
イ
ド
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

■
そ
の
他
基
本
講
座

　

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
心
得

　

・
市
内
観
光
名
所
の
概
要

■
申
込
方
法
＝
担
当
係
ま
た
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
の
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

［
担
当
］
知 

商
工
観
光
課 

観
光
係

　

東（
あ
づ
ま
）兄
弟
は
、
兄
弟
２
人
と
も

に
特
攻
戦
死
し
ま
し
た
。
兄
の
東
直
次
郎

大
尉
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
弟
の
東
勉
少
尉
は

沖
縄
の
海
で
そ
れ
ぞ
れ
特
攻
戦
死
。
弟
の

遺
品
の
中
に
は
、
母
か
ら
届
い
た
手
紙
が

残
さ
れ
て
い
ま
し
た
。こ
の
企
画
展
で
は
、

親
子
の
情
愛
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
母
か
ら
の

手
紙
を
中
心
に
、
２
人
の
兄
弟
が
書
き
残

し
た
手
紙
や
遺
書
な
ど
を
紹
介
。

■
期
間
＝
平
成
31
年
１
月
７
日（
月
）ま
で

■
場
所
＝
知
覧
特
攻
平
和
会
館

■
入
館
料
＝
高
校
生
以
上
５
０
０
円

　
　
　
　
　

小
中
学
生
３
０
０
円

［
問
］
知
覧
特
攻
平
和
会
館

第
10
回
南
九
州
市
駅
伝
競
走
大
会

　

市
民
の
融
和
と
体
力
の
向
上
を
図
り
、

健
全
で
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

実
施
し
ま
す
。

　

交
通
安
全
対
策
と
し
て
車
で
の
応
援
・

伴
走
は
禁
止
し
て
い
ま
す
。
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。 

■
日
時
＝
12
月
２
日（
日
）　
【
小
雨
決
行
】

　
　
　
　

午
前
10
時
ス
タ
ー
ト

■�

場
所
＝
粟
ヶ
窪
小
学
校
前
～
知
覧
～
川

催
　
し

知
覧
特
攻
平
和
会
館

秋
の
企
画
展
「
母
か
ら
の
手
紙
」

辺
文
化
会
館

■
区
間
＝
12
区
間　

１
９
・
８
㎞

［
担
当
］
川 

保
健
体
育
課 

市
民
体
育
係

平
成
31
年
南
九
州
市
成
人
式

■
日
時
＝
平
成
31
年
１
月
３
日
（
木
）

・
受　
　

付
：
午
前
11
時
50
分
～

　
　
　
　
　
　

午
後
０
時
25
分

・
式
典
・
他
：
午
後
０
時
30
分
～
４
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
予
定
）

■
会
場
＝
知
覧
文
化
会
館

■�
対
象
＝
平
成
10
年
４
月
２
日
～
平
成
11

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

［
担
当
］
川 

社
会
教
育
課 

社
会
教
育
係

　

留
学
生
と
一
緒
に
外
国
料
理
を
作
っ
た

り
、
出
身
国
の
文
化
を
学
ぶ
な
ど
の
交
流

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

■�

日
時
＝
12
月
15
日
（
土
）
午
前
９
時
15

分
～
午
後
５
時

※
成
人
式
対
象
の
方
に
案
内
ハ
ガ
キ
を

発
送
し
ま
し
た
。
ま
だ
案
内
ハ
ガ
キ

が
届
い
て
い
な
い
方
や
、
転
出
な
ど

で
他
市
町
村
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い

て
、
南
九
州
市
成
人
式
に
参
加
希

望
の
方
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

留
学
生
とLU

N
CH de 

交
流
会

募
　
集

■
場
所
＝
知
覧
地
区
公
民
館

■
内
容
＝

　

・
留
学
生
と
一
緒
に
料
理
づ
く
り

　

・
留
学
生
に
よ
る
出
身
国
紹
介

　

・
知
覧
武
家
屋
敷
庭
園
散
策

■�

参
加
料
＝
協
会
会
員
：
５
０
０
円
、
一

般
：
７
０
０
円
、
中
高
生
：
５
０
０
円
、

小
人
：
３
０
０
円
（
武
家
屋
敷
庭
園
入

場
料
込
）

■�

申
込
＝
先
着
10
人
（
担
当
係
に
お
電
話

に
て
、
12
月
５
日
（
水
）
ま
で
に
申
し

込
み
く
だ
さ
い
）

［
担
当
］
南
九
州
市
国
際
交
流
協
会
事
務

局
（ 

知 

企
画
課 

ま
ち
づ
く
り
推
進

係
内
）

　

知
覧
武
家
屋
敷
庭
園
や
知
覧
特
攻
平
和

会
館
、
頴
娃
の
番
所
公
園
や
大
野
岳
な
ど

多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て
お
り
、
最
近
で

は
、
外
国
か
ら
も
多
く
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
は
、
お
客

様
を
地
元
な
ら
で
は
の
情
報
を
織
り
交
ぜ

な
が
ら
ご
案
内
す
る
こ
と
で
南
九
州
市
を

楽
し
ん
で
い
た
だ
く
お
手
伝
い
を
し
て
い

ま
す
。

　

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
と
し
て
、

お
客
様
の
お
も
て
な
し
を
し
た
い
方
を
対

象
に
「
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
育
成

講
座
」
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

育
成
講
座
参
加
者
募
集
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異
性
と
の
出
会
い
の
き
っ
か
け
が
欲
し

い
独
身
男
女
の
皆
さ
ん
、「
つ
ば
さ
」
の

会
へ
入
会
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
出
会
い
サ

ポ
ー
タ
ー
が
相
談
や
恋
活
イ
ベ
ン
ト
・
セ

ミ
ナ
ー
な
ど
の
情
報
提
供
を
行
い
、
会
員

の
方
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
ま
す
！
詳
細
は
担

当
係
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

［
担
当
］
知 

企
画
課 

企
画
係

「
つ
ば
さ
」
の
会
入
会
募
集
中

　

市
で
は
、「
想
い
を
つ
な
ぐ
講
座
」
を

出
前
に
て
開
催
し
ま
す
。
講
座
を
希
望
す

る
成
人
団
体
（
個
人
対
応
可
）
な
ど
の
申

し
込
み
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
内
容
＝
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
自
分
ら

し
く
生
き
る
た
め
に
、
元
気
な
と
き
か

ら
家
族
と
一
緒
に
、
人
生
の
最
期
の
時

間
を
ど
こ
で
ど
の
よ
う
に
過
ご
し
た
い

か
考
え
る
講
座
に
な
っ
て
い
ま
す
。

〇
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
自
分
ら
し
く
生

き
る
た
め
に
は

「
想
い
を
つ
な
ぐ
講
座
」出

前
講
座

①
何
を
考
え
た
ら
い
い
の
か
？

②
何
を
準
備
し
た
ら
い
い
の
か
？

③
何
を
家
族
と
話
し
合
っ
た
ら
い
い
の

か
？

④
わ
た
し
の
想
い
を
つ
な
ぐ
た
め
に
は
？

　
「
想
い
を
つ
な
ぐ
ノ
ー
ト
」
を
配
布
し

な
が
ら
、
①
～
④
を
講
座
の
中
で
お
話
し

し
ま
す
。

■
場
所
・
日
時
＝
市
内
で
希
望
日
時
に
つ

い
て
は
要
相
談
。（
高
齢
者
サ
ロ
ン
・

地
域
の
会
合
な
ど
）

［
担
当
］
川 

長
寿
介
護
課 

地
域
包
括
ケ

ア
係

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
バ
ナ
ー
広
告

を
募
集
し
ま
す

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
総
合
ト
ッ
プ

ペ
ー
ジ
の
バ
ナ
ー
広
告
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
す
る

皆
さ
ん
に
バ
ナ
ー
広
告
で
ア
ピ
ー
ル
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

※
ア
ク
セ
ス
件
数
：
月
間
3
万
件
（
平
均
）

■
掲
載
期
間
＝
申
し
込
み
の
翌
々
月
か
ら

（
１
カ
月
単
位
で
受
付
）

■
広
告
料
＝
１
枠
１
万
円
／
月
（
一
括
前

納
）

■
規
格
＝
縦
50
ピ
ク
セ
ル
×
横
２
０
０
ピ

ク
セ
ル

■
枠
数
＝
５
枠

■
申
込
方
法
＝
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
広
告
掲

載
申
込
書
、
同
意
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

ま
た
は
電
話
で
書
式
を
請
求
し
て
い
た

だ
き
、
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

［
担
当
］
知 

企
画
課 

情
報
政
策
係

放
送
大
学
入
学
生
募
集

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　

12
月
１
日
（
土
）
か
ら
２
０
１
９
年
４

月
入
学
生
を
募
集
し
ま
す
。
詳
し
い
資
料

を
送
付
い
た
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

［
問
］
放
送
大
学
鹿
児
島
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
９-

２
３
９-

３
８
１
１

一
般
入
校
生
募
集

　

県
立
姶
良
高
等
技
術
専
門
校
で
は
、

２
０
１
９
年
度
一
般
入
校
生
を
募
集
し
ま

す
。

■
募
集
科
目
＝
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
科
、
情

報
処
理
科

■
募
集
人
員
＝
各
科
定
員
20
人

■
訓
練
期
間
＝
各
科
２
年

■
応
募
資
格
＝
高
等
学
校
を
卒
業
ま
た
は

平
成
31
年
３
月
に
卒
業
見
込
み
の
方

■
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
開
催
日
時
＝

　

12
月
９
日
（
日
）
午
後
１
時
30
分
～

※
詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

［
問
］
県
立
姶
良
高
等
技
術
専
門
校

　

☎
０
９
９
５-

65-

２
２
４
７

◎幼稚園の名称および募集人員
　頴娃幼稚園：５歳児および４歳児　40人
　知覧幼稚園：５歳児および４歳児　60人
◎教育年限　5歳児：１年、　4歳児：２年
※�現在就園中の４歳児については、引き続き就園
を希望する場合の出願手続きは不要です。
◎出願の手続
　⑴ 提出書類：入園願書、支給認定申請書
　⑵ 募集期間：12月３日㈪～平成31年１月31日㈭
　⑶ 提出先：�各幼稚園または南九州市教育委員会事務

局（教育総務課）　
◎幼稚園について
　⑴ 保育時間：月曜日～金曜日
　　※原則：午前８時30分～午後２時
　⑵ 保育料など
　　① �保育料（月額）：5,000円以内
　　　　　　　　　　（所得区分によって異なります。）
　　② 入園料：500円（市外居住者は　1,000円）
　　③ その他：給食費、教材費など
※詳しくはお問い合わせください。

［担当］川  教育総務課 総務係
頴娃幼稚園    0993-36-1179
知覧幼稚園    0993-83-4361

2019 年度
　南九州市立幼稚園　園児募集
～優しい先生とお友だちがみんなを待っています～
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12
月
１
日
の
「
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
」、

11
月
16
日
か
ら
12
月
15
日
ま
で
の
「
鹿
児

島
レ
ッ
ド
リ
ボ
ン
月
間
」
に
合
わ
せ
て
、

エ
イ
ズ
夜
間
検
査
を
実
施
し
ま
す
。
検
査

は
匿
名
・
無
料
で
、
所
要
時
間
は
約
１
時

間
で
す
。
検
査
を
ご
希
望
の
方
は
、
11
月

28
日
（
水
）
ま
で
に
加
世
田
保
健
所
に
電

話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

■
日
時
＝
11
月
29
日（
木
）

　
　
　
　

午
後
５
時
～
午
後
７
時

■�

場
所
＝
加
世
田
保
健
所
（
南
さ
つ
ま
市

加
世
田
村
原
２
丁
目
１-

１
）

　

☎
０
９
９
３-

53-

２
３
１
５

お
口
の
健
康
教
室

　
「
健
康
は
健
口
か
ら
」お
い
し
く
い
た
だ

き
、楽
し
く
語
り
、大
い
に
笑
い
ま
し
ょ
う
！

■
日
時
＝
12
月
８
日
（
土
）
午
後
２
時
～

　

４
時
（
受
付
：
午
後
１
時
30
分
）

■
場
所
＝
頴
娃
文
化
会
館

■
内
容
＝

・
実
技
：�「
お
口
の
体
操
」
素
敵
な
笑
顔

で
健
康
・
長
生
き
を
目
指
し
ま

し
ょ
う
！

・�

講
話
：�

健
康
は
健
口
か
ら
、
歯
っ
！
と

す
る
話

お
知
ら
せ

エ
イ
ズ
夜
間
検
査

と
定
め
、
人
権
尊
重
思
想
の
普
及
高
揚
に

努
め
て
い
ま
す
。

【
平
成
30
年
度
啓
発
重
点
目
標
】

　「
み
ん
な
で
築
こ
う
　
人
権
の
世
紀
」

～
考
え
よ
う
　
相
手
の
気
持
ち
　
未
来
へ

つ
な
げ
よ
う
　
違
い
を
認
め
合
う
心
～

　

人
権
に
は
、
女
性
の
人
権
、
子
ど
も
の

人
権
、
高
齢
者
の
人
権
、
障
害
の
あ
る
人

の
人
権
、
同
和
問
題
、
外
国
人
の
人
権
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
人
権
侵
害
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
人
権
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
「
思
い
や
り
の
心
・
か
け

が
え
の
な
い
命
」
に
つ
い
て
、
も
う
一
度

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

［
問
］
鹿
児
島
地
方
法
務
局
知
覧
支
局

　

☎
０
９
９
３-

83-

２
２
０
８

12
月
10
日
か
ら
16
日
ま
で
は

「
北
朝
鮮
人
権
侵
害

問
題
啓
発
週
間
」
で
す
。

　

平
成
18
年
に
「
拉
致
問
題
そ
の
他
北
朝

鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
へ
の
対
処

に
関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
、
毎
年
こ

の
期
間
を
「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発

週
間
」
と
す
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

拉
致
問
題
を
始
め
と
す
る
北
朝
鮮
当
局

に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
に
対
す
る
認
識
を

深
め
ま
し
ょ
う
。

［
問
］
鹿
児
島
地
方
法
務
局 

知
覧
支
局

　

☎
０
９
９
３-

83-

２
２
０
８

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

［
担
当
］
知 

財
政
課 

契
約
管
理
係

12
月
３
日
～
９
日
は

「
障
害
者
週
間
」
で
す

　

障
害
者
週
間
は
、「
国
民
の
間
に
広
く

障
害
者
の
福
祉
に
つ
い
て
関
心
と
理
解
を

深
め
る
と
と
も
に
、
障
害
者
が
社
会
、
経

済
、
文
化
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
活
動

に
積
極
的
に
参
加
す
る
意
欲
を
高
め
る
こ

と
」
を
目
的
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

障
害
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
人
格

と
個
性
を
尊
重
し
支
え
合
い
、
誰
も
が
安

心
し
て
地
域
で
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
共

生
社
会
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

［
担
当
］ 

川 

福
祉
課 

障
害
福
祉
係

第
70
回 

人
権
週
間

12
月
４
日（
火
）
～
10
日（
月
）

　

国
際
連
合
は
、
１
９
４
８
年
に
世
界

人
権
宣
言
採
択
を
記
念
し
て
、
採
択
日

の
12
月
10
日
を
「
人
権
デ
ー
（H

um
an 

Rights D
ay

）」
と
定
め
、
加
盟
国
に
対

し
、
人
権
活
動
推
進
の
取
り
組
み
を
要
請

し
て
い
ま
す
。

　

我
が
国
も
、
法
務
省
お
よ
び
全
国
人
権

擁
護
委
員
連
合
会
が
、
同
宣
言
採
択
を
記

念
し
て
１
９
４
９
年
か
ら
「
人
権
デ
ー
」

を
最
終
日
と
す
る
１
週
間
を「
人
権
週
間
」

■
対
象
者
＝
南
薩
地
域
に
お
住
ま
い
の
方

※
受
講
料
は
無
料
で
、
申
し
込
み
不
要

［
問
］
加
世
田
保
健
所 

健
康
増
進
係

　

☎
０
９
９
３-

53-

２
３
１
５

２
０
１
９
年
度
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請（
中
間
受
付
）

　

２
０
１
９
年
度
に
市
が
発
注
す
る
建
設

工
事
や
測
量
・
設
計
・
物
品
の
納
入
な
ど

の
競
争
入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
方
は
、

あ
ら
か
じ
め
定
め
ら
れ
た
申
請
書
類
を
提

出
し
、
資
格
審
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
な
お
、
既
に
昨
年
度
の
平
成

30･
31
年
度
入
札
参
加
資
格
申
請
の
済
ん

で
い
る
方
は
今
回
の
申
請
は
不
要
で
す
。

　

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書
の
受
け
付

け
は
、
次
の
要
領
で
行
い
ま
す
。

■
受
付
期
間
＝
平
成
30
年
12
月
３
日（
月
）

～
平
成
31
年
１
月
31
日
（
木
）（
土
日

祝
日
を
除
く
。）《
必
着
》

■
受
付
場
所
＝
財
政
課
契
約
管
理
係
（
郵

送
可
）

■
受
付
時
間
＝
午
前
８
時
30
分
～
正
午
／

午
後
１
時
～
午
後
５
時

■
登
録
業
種
＝
（
１
）
建
設
工
事
、

　
（
２
）測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
、

（
３
）
そ
の
他
・
物
品

■
有
効
期
間
＝
２
０
１
９
年
４
月
１
日
～

２
０
２
０
年
３
月
31
日
ま
で
の
１
年
間

※
提
出
書
類
の
様
式
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
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生
ご
み
処
理
機
の
購
入
を

お
手
伝
い
し
ま
す
！

　

生
ご
み
処
理
機
の
購
入
を
ご
検
討
さ
れ

て
い
る
方
の
た
め
に
無
料
の
貸
出
事
業
を

始
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
生
ご
み
処
理
機
等
購
入
補
助
金

制
度
も
あ
り
ま
す
の
で
、
併
せ
て
ご
活
用

い
た
だ
き
、
生
ご
み
の
減
量
化
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

①
生
ご
み
処
理
機
貸
出
事
業

・
市
内
に
居
住
す
る
方

・
処
理
機
を
適
正
に
維
持
管
理
で
き
る
方

・
簡
単
な
ア
ン
ケ
ー
ト
に
協
力
で
き
る
方

・
貸
出
期
間
は
原
則
４
週
間
以
内

②
生
ご
み
処
理
機
等
購
入
補
助
金

・
市
内
に
居
住
す
る
方

・
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
方

・
当
該
年
度
に
助
成
を
受
け
て
い
な
い
方

・�

購
入
金
額
の
半
額
を
助
成
（
上
限
２
万

円
ま
で
）

［
担
当
］
川 

市
民
生
活
課 

生
活
環
境
係

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で

行
政
手
続
き
を
ス
ム
ー
ズ
に
！

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
（
個
人
番
号
）
が
記
載
さ
れ
た
顔
写

真
付
き
の
カ
ー
ド
で
す
。

○�

窓
口
で
の
行
政
手
続
き
な
ど
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
提
示
が
必
要
な
場
面
で
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
を
証
明
す
る
書
類
と
し
て
、

一
部
で
住
民
票
の
写
し
な
ど
が
不
要
に

○�

子
育
て
に
関
す
る
手
続
き
（
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
）
や
確
定
申
告

（e-T
ax

）
な
ど
の
各
種
行
政
手
続
き

を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
自
宅

か
ら
簡
単
・
ス
ピ
ー
デ
ィ
に

○�

パ
ス
ポ
ー
ト
の
新
規
発
給
や
銀
行
口
座

開
設
時
な
ど
、
運
転
免
許
証
な
ど
と
同

じ
く
公
的
な
身
分
証
明
書
と
し
て
利

用
。
運
転
免
許
証
を
お
持
ち
で
な
い
方

や
返
納
さ
れ
た
方
の
身
分
証
明
書
に

※�

今
後
も
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利

用
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

予
定
で
す
。

　

カ
ー
ド
発
行
手
数
料
は
、
初
回
無
料
！

　

申
請
は
「
書
面
に
よ
る
申
請
」
ま
た
は

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン

申
請
」
が
可
能
で
す
。

　

ま
た
、
各
支
所
担
当
係
の
窓
口
で
は
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
に
よ
る

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請

サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

な
お
、
申
請
か
ら

カ
ー
ド
の
お
渡
し
の

準
備
が
で
き
る
ま
で

１
カ
月
程
度
か
か
り

ま
す
。

［
担
当
］
川 

市
民
生
活
課 

市
民
係

　
　
　

 

頴 

・ 

知 

支
所 

市
民
生
活
係

◯
都
市
計
画
区
域
外　

１
万
㎡
以
上

■
届
出
者
＝
土
地
取
得
者
（
買
主
な
ど
）

■
提
出
す
る
書
類
＝
土
地
売
買
等
届
出

書
、
位
置
図
（
縮
尺
５
万
分
の
１
以

上
の
地
形
図
）、
周
辺
状
況
図
（
縮
尺

５
千
分
の
１
以
上
の
住
宅
地
図
な
ど
）、

地
籍
図
、
契
約
書
の
写
し
な
ど
。
詳
し

く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
届
出
を
し
な
か
っ
た
り
、
偽
り
の
届
出

を
す
る
と
、
６
カ
月
以
下
の
懲
役
ま
た

は
１
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

［
担
当
］
知 

企
画
課 

企
画
係

『
鉄
道
近
接
工
事
』
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
! !

　

鉄
道
に
関
す
る
事
故
は
、
一
歩
間
違
え

れ
ば
脱
線
事
故
や
感
電
事
故
な
ど
、
大
惨

事
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

建
物
の
建
設
・
解
体
や
、
庭
木
や
山
林

の
木
の
伐
採
な
ど
、
線
路
に
近
接
し
た
作

業
を
行
う
場
合
は
、
Ｊ
Ｒ
九
州
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

※�

作
業
内
容
や
環
境
条
件
、
使
用
重
機
に

よ
っ
て
は
８
ｍ
以
上
の
場
合
で
も
近
接

工
事
の
適
用
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
Ｊ
Ｒ
九
州
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（
安
全
へ
の
お
願
い
）
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

［
問
］
Ｊ
Ｒ
九
州 

鹿
児
島
鉄
道
事
業
部　

　

☎ 

０
９
９-

２
５
６-

１
８
９
５

農
道
・
用
排
水
路
の

日
常
的
な
維
持
管
理
に
つ
い
て

　

農
道
や
用
排
水
路
は
、
使
用
者
が
限
定

さ
れ
る
た
め
、
草
刈
り
・
泥
上
げ
な
ど
と

い
っ
た
日
常
的
な
管
理
は
、
使
用
し
て
い

る
農
家
の
方
々
や
地
域
の
方
々
で
行
う
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、日
頃
か
ら
農
業
用
施
設
（
農
道
、

用
排
水
路
、水
門
、せ
き
な
ど
）
の
点
検
・

管
理
を
行
い
、
災
害
の
未
然
防
止
に
努
め

ま
し
ょ
う
。
も
し
、
農
地
な
ど
が
豪
雨
や

台
風
な
ど
で
被
害
を
受
け
た
場
合
は
、
早

め
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※�

適
正
な
維
持
管
理
が
な
さ
れ
て
い
な
い

農
地
な
ど
が
被
災
し
た
場
合
、
災
害
復

旧
事
業
に
採
択
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

［
担
当
］
頴 

耕
地
林
務
課 

管
理
係

　
　
　

 

知 

・ 

川 

支
所 

農
林
係

一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引
に

は
国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ
く

届
出
が
必
要
で
す

　

次
の
土
地
取
引
面
積
で
あ
る
場
合
、
契

約
（
予
約
を
含
む
）
を
締
結
し
た
日
か
ら

起
算
し
て
２
週
間
以
内
に
土
地
の
所
在
す

る
市
役
所
へ
の
届
出
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

■
土
地
取
引
面
積
＝

◯
都
市
計
画
区
域　

５
千
㎡
以
上

みほん
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ち
ら
ん
ハ
ー
ト
今
昔
物
語

～
ハ
ー
ト
を
見
つ
け
る
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー 
in 

知
覧
武
家
屋
敷
庭
園
群
～

　

ハ
ー
ト
型
は
、
日
本
古
来
よ
り
「
猪い
の

目め

」
と
呼
ば
れ
、
魔
除
け
・
招
福
・
火
事

除
け
な
ど
の
意
味
を
持
つ
縁
起
の
よ
い
文

様
で
す
。
さ
ら
に
今
で
は
、「
愛
情
」「
恋

心
」「
縁
結
び
」
と
い
っ
た
幸
せ
を
表
す

キ
ー
ワ
ー
ド
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。実
は
、

知
覧
武
家
屋
敷
庭
園
内
に
は
、
こ
の
縁
起

の
い
い
猪
目
型
が
た
く
さ
ん
隠
れ
て
い
る

ん
で
す
！

　

幸
せ
ハ
ー
ト
を
見
つ

け
て
、
触
っ
て
、
写

真
を
撮
っ
て
シ
ェ
ア
し

て
、
い
っ
ぱ
い
ド
キ
ド

キ
し
茶ち

ゃ

い
ま
し
ょ
！ 

■�

実
施
期
間
＝
平
成
31
年
２
月
28
日
ま
で

■�

抽
選
応
募
期
間
＝
平
成
31
年
３
月
５
日

ま
で

［
問
］
南
九
州
市
知
覧
観
光
協
会

　

☎
０
９
９
３-

58-

７
５
７
７

相
　
談

12
月
の
悩
み
相
談
室

　

家
庭
や
職
場
、
子
育
て
や
介
護
、DV

や
セ
ク
ハ
ラ
、
ジ
ェン
ダ
ー
、LG

B
T
Q

の
こ

と
な
ど
悩
み
を
抱
え
て
い
る
方
、
ど
ん
な

こ
と
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

専
門
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
相
談
に
応
じ
、

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

■
相
談
日
時
＝
12
月
８
日
（
土
）

　

午
後
１
時
～
５
時
（
１
人
50
分
程
度
）

■
場
所
＝
ち
ら
ん
夢
郷
館

■
完
全
予
約
制
＝
毎
月
１
回
開
催

■
予
約
受
付
＝
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

☎
０
９
９
３-

83-

２
５
１
１

（
相
談
室
予
約
専
用
内
線
２
２
２
２
）

［
担
当
］
知 

企
画
課 

ま
ち
づ
く
り
推
進
係

移
動
援
護
相
談

　

戦
傷
病
者
や
戦
没
者
な
ど
の
ご
遺
族
に

対
す
る
援
護
や
軍
人
恩
給
に
関
す
る
疑
問

な
ど
に
つ
い
て
、
県
庁
社
会
福
祉
課
の
職

員
が
皆
さ
ま
の
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
の

で
、
こ
の
機
会
に
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
な
お
、
事
前
の
申
し
込
み
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。
相
談
内
容
に
関
す
る
資
料

を
お
持
ち
の
方
は
、
当
日
会
場
へ
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

■
日
時
＝
12
月
20
日
（
木
）

　
　
　

午
前
10
時
30
分
～
午
後
２
時
30
分

■
場
所
＝
南
さ
つ
ま
市
防
災
セ
ン
タ
ー

「
あ
ん
ぼ
う
21
」

［
問
］
県
庁
社
会
福
祉
課 

恩
給
係

　

☎
０
９
９-

２
８
６-

２
８
２
８

詳細はこちら

　事業を行っている会社や個人の方で、毎年１月１日現在において償却資産を所有されている場合は、その資産
について１月末日までに申告していただくことになっています。これまでに申告されている方へは、12 月中に
申告書を郵送します。
　また、平成30 年中に事業を始められた方や事業を廃止された方についても、申告が必要です。
■　償却資産とは　　
　土地および家屋以外の事業の用に供することができる資産（漁業権などその他の無形減価償却資産を除く）で、
その減価償却費が、法人税または所得税法の規定による所得の計算上損金または必要経費に算入されるものが対
象です。例えば、工場・店舗・事務所などの改装費や堆肥舎・ビニールハウスなどもこれらに含みます。（補助事
業などの場合は、補助金などを含んだ取得価格が対象となります。）
※種類（構築物・機械・装置・船舶・車両・運搬具・工具・器具・備品など）

■　課税対象にならないもの
① 耐用年数が１ 年未満の資産
② 取得価格が10 万円未満の資産で法人税法などの規定により一時的に損金算入されたもの
③ 取得価格が20 万円未満の資産で法人税法などの規定により一括して３年間で償却したもの
④ �自動車税の課税客体である自動車ならびに軽自動車税の課税客体である原動機付およびトラクターなどナン
バーの付いている車両
⑤ 家屋課税されている畜舎など
　
■　太陽光発電設備について
　事業の用に供している太陽光発電設備が課税の対象になります。
　個人が住宅用として屋根などに設置している出力10kw未満のものは、課税の対象とはなりません。

［担当］頴  税務課 固定資産税係

固定資産税における償却資産の申告
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●知覧税務署からのお知らせ●

「地域の声かけで育む心豊かな青少年」南九州市青少年健全育成キャッチフレーズ

「青少年育成の日」
毎月第3土曜日

「家庭の日」
毎月第3日曜日

★�地域ぐるみで青少年を育
てましょう。

★�家庭だんらんの機会を作
りましょう。

▲南九州市子ども会フェスティバル

「育児の日」
毎月19日

★�地域全体で子育てを応援
しましょう。

○�気持ちのよいあいさ
つと返事をしよう！

○�地域の行事に参加し
よう！　

○�家の手伝いや読書を
しよう！

共通実践事項

地域で青少年を育てる気風を盛り上げ、家庭や地域でのあいさつ・声かけを励行しましょう。

●給与所得者の年末調整
12月は、給与などに係る源泉所得税の年末調整の月です。
毎月の給与などから源泉徴収された所得税および復興特別所得税の１年間の合計額（以下「源泉徴収税
額」といいます）と、その年の給与総額に対する年税額とは一致しないのが普通です。
このため、源泉徴収税額の過不足分を精算する必要があります。この手続きを「年末調整」と呼んでいます。
大部分の給与所得者は、年末調整により、その年の納税を完了することになります。年末調整が正しく行わ

れるためには、勤務先に扶養親族や保険料などの申告を正しく行うことが大切です。
平成30年分以後の所得税については、配偶者控除および配偶者特別控除の控除額などが以下のとおり改
正されました。
１　配偶者控除および配偶者特別控除の控除額の改正 
⑴�　配偶者控除の控除額が改正されたほか、給与所得者の合計所得金額が1,000万円を超える場合に
は、配偶者控除の適用を受けることができないこととされました。
⑵�　配偶者特別控除の控除額が改正されたほか、対象となる配偶者の合計所得金額が38万円超123万
円以下とされました。

２　扶養親族などの数の算定方法の変更
扶養親族などの数の算定に当たり、配偶者が源泉控除対象配偶者に該当する場合には、扶養親族などの数

に１人を加えて計算し、また、同一生計配偶者が障害者に該当する場合には、扶養親族などの数に１人を加え
て計算することとされました。
３　給与所得者の扶養控除等申告書等の様式変更など
「給与所得者の配偶者特別控除申告書」が「給与所得者の配偶者控除等申告書」に改められたことから、配
偶者控除または配偶者特別控除の適用を受けようとする給与所得者は、その年の年末調整の時までに給与
などの支払者に当該申告書を提出しなければならないこととされました。
また、マイナンバー制度導入に伴い、給与所得者は「給与所得者の扶養控除等（異動）申告書（以下、「扶養
控除等申告書」といいます。）」に、給与所得者本人、控除対象配偶者、控除対象扶養親族などの個人番号を記
載する必要があります。
なお、平成29年１月１日以後に支払いを受けるべき給与に係る扶養控除等申告書については、給与支払者
が従業員などの個人番号などを記載した帳簿を備えている場合には、その帳簿に記載されている者について
は扶養控除等申告書に個人番号の記載を要しないものとされました。
※　年末調整関係書類のうち、「給与所得者の保険料控除申告書」、「給与所得者の配偶者控除等申告書」
および「給与所得者の（特定増改築等）住宅借入金等特別控除申告書」については、平成 28 年４月１
日以後に提出するものから個人番号の記載を要しないこととされています。
　詳しくは、国税庁ホームページ（www.nta.go.jpまたは 国税庁　 検索 　）をご覧いただくか、知
覧税務署にお尋ねください。

［問］知覧税務署　☎0993-83-2411（※自動音声案内）



知…知覧庁舎☎0993-83-2511　川…川辺庁舎☎0993-56-1111　頴…頴娃庁舎☎0993-36-1111

平成30年11月号　〚広報〛 16

シリーズ　ストップ DV
《11月12日～25日は女性に対する暴力をなくす運動期間です》

夫婦や恋人など親密な関係にある、またはあった者から振るわれる暴力のことを『ＤＶ
（ドメスティック・バイオレンス）』といいます。ＤＶは、犯罪となる行為を含む重大な人権侵
害であり、たとえ夫婦や恋人、パートナーであっても絶対に許されません。
しかし、その多くが外からは見えにくい親密な関係の中で発生するため、「家庭内の暴
力」、「男女間のもつれ」などとして扱われ、
①潜在化・長期化しやすい　
②周りも気付かないうちに被害者の生命や身体に重大な危害が生じる可能性が高い　
③加害者に罪の意識が薄い　　という特徴があります。

配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護に関する法律（ＤＶ防止法）
ＤＶに係る通報、相談、保護、自立支援などの体制を整備し、ＤＶの防止と被害者の保護を図ることを目的と
する法律があります。
ＤＶ防止法には、次のようなことが定められています。

【一時保護】
被害者の意思に基づき、緊急に保護が必要な場合は、一時的に専用の施設で保護を行います。

【自立支援】
職業紹介や職業訓練、公営住宅、生活保護や児童扶養手当の受給に関する情報提供を行い、自立を支援し

ます。
【裁判所による保護命令】
被害者が、ＤＶにより生命や心身に重大な危害を受ける恐れが大きいとき、地方裁判所が加害者に対して発

令する命令のことです。
命令の種類は、接近禁止命令、電話等禁止命令、退去命令があります。

※保護命令の申し立てをしたい場合は、下記表 1、2、3、4 のいづれかに相談する必要があります。

ＤＶに関する相談窓口　～相談は無料　秘密は固く守られます～
相談窓口 電話番号 所在地 相談時間

１

県女性相談センター
＊�緊急に加害者からの保護が必要
なとき
＊�夫婦や子どもの悩みを相談した
いとき

099-222-1467 鹿児島市

＊相談員が相談をお受けします。
月～水・金　　　8:30 ～ 17:00
木　　　　　　　8:30 ～ 20:00
日　　　　　　　9:00 ～ 15:00

２

県男女共同参画センター
（かごしま県民交流センター）
＊�夫婦や子どもの悩みを相談した
いとき

099-221-6630
099-221-6631 鹿児島市

＊相談員が相談をお受けします。
水～日・祝日　　9:00 ～ 17:00
火　　　　　　　9:00 ～ 20:00
 （休館日の翌日）

３
南薩地域振興局
（加世田保健所　地域保健福祉課）

0993-53-8001 南さつま市 月～金　　　　　8:30 ～ 17:00

４
最寄りの警察署
（ＤＶ・ストーカー対策係）

＊身の危険を感じた場合は 110番へ！
　�被害者の意思を尊重しながら、加害者の検挙や加害者への指導、警
告、被害者の保護などを行います

５ 法テラス鹿児島 050-3383-5525 鹿児島市 無料の法律相談をいたします

６ 南九州市役所　悩み相談室
0993-83-2511
専用内線 2222

南九州市
月に１回　土曜日午後から
（事前予約が必要です）

［担当］知 企画課 まちづくり推進係
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川

不安をあおり契約させる
　　　リフォーム工事の点検商法

●�住宅リフォーム工事などの勧誘が目的ということを告げ
ず点検を持ち掛け、不安をあおって契約をせかすという
「点検商法」のトラブルが後を絶ちません。家族や周囲の
人も高齢者の様子に気を配りましょう。
●�「点検させてほしい」と訪問してくる業者には応対しない
ようにしましょう。
●�点検を依頼した場合でも、結果をうのみにしないで、冷
静に受け止めることが大切です。別の専門家などに確認
して、複数の見積りを取るなど、決してその場で契約し
ないようにしましょう。
●�法定の契約書面を受け取ってから8日以内であるなどの場
合はクーリング・オフを行うことができます。
●�困ったときは、南九州市消費生活センターなどに相談し
ましょう（消費者ホットライン188）。

ひとことアドバイス

【お問い合わせ】　南九州市消費生活センター（知商工観光課内）

消費生活１１
０番

■事 例 

「近くで屋根工事をしていたら、お宅の
瓦が傷んでいるように見えたので点検し
たい」と業者が訪問してきた。点検した
後、業者が撮影した瓦の映像を見せられ、

「かなりひどい。このままでは雨漏りする
かもしれない。すぐに工事をしたほうがい
い」と言われた。迷っていると、「たまたま
今日この地域に来ているので今でないと
契約できない」とせかされ、約40万円の
契約をしてしまった。不安になって、やめ
たいと連絡したが、「もうキャンセルはでき
ない」と怒鳴られた。  （60 歳代 女性）

南九州市ツーリズム協議会便り　～平成 30 年度秋冬シーズンの民泊受け入れ開始！～

　首都圏から来市する修学旅行生が、協議会会員宅に民泊
して農業などの体験活動、歴史文化や平和について学習を
します。
　市民の皆さんとの交流も鹿児島での思い出になりますの
で、市内の観光スポットや温泉などで見かけたら、お気軽に
お声掛けください。
＜滞在スケジュール＞
10月４日（木）～１泊　：神奈川県立多摩（たま）高等学校
10月19日（金）～２泊　：埼玉県立大宮武蔵野（おおみやむさしの）高等学校
10月30日（火）～２泊　：神奈川県立保土ヶ谷（ほどがや）高等学校
11月６日（火）～１泊　：大阪府立東（ひがし）高等学校
12月４日（火）～１泊　：尾道市立高西（たかにし）中学校
12月12日（水）～２泊　：埼玉県立桶川（おけがわ）高等学校
２月18日（月）～２泊　：兵庫県・私立滝川（たきがわ）中学校

［担当］知  商工観光課 交流推進係

精華女子高等学校吹奏楽部演奏会

　演奏会を通じて音楽に触れていただき、地域の芸術振興を目的とする事業です。
　全国大会でも金賞を受賞している吹奏楽部の演奏をこの機会にお楽しみください。
■日時＝ 12月 22日（土）開場 15：30　開演 16：00
　　　　 12 月 23日（日）開場 10：30　開演 11：00
■場所＝川辺文化会館
■入場無料

［お問い合わせ］　医療法人菊野会　法人事務部総務課　　☎ 0993-78-3300


